
全日制の歩行道

真崎　光

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
全
日
制
の
歩
行
道

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
６
１
９
Ｑ

【
作
者
名
】

　
真
崎
　
光

【
あ
ら
す
じ
】

　
二
○
Ｘ
Ｘ
年
、
四
月
十
六
日
、
死
亡
時
刻
、
午
前
十
一
時
三
十
分
頃
、

場
所
、
安
佐
原
塾
　
小
学
四
年
生
の
少
年
（
１
０
）
が
浅
原
　
美
沙
（
２
８
）

を
ナ
イ
フ
で
刺
殺
。

ナ
イ
フ
に
は
、
容
疑
者
の
指
紋
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
容
疑
者
の
部
屋
に
は
、

被
害
者
の
血
が
付
い
た
服
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

被
害
者
に
は
、
容
疑
者
と
同
じ
年
の
娘
の
浅
原
　
梨
恵
が
お
り
、
自
宅
の
一
部

を
安
佐
原
塾
に
し
て
い
る
。

事
件
当
日
、
被
害
者
の
近
所
で
容
疑
者
を
目
撃
し
た
と
い
う
証
言
も
あ
り
、
警



2

察
は
四
月
十
九
日
、
午
後
三
時
四
分
に
容
疑
者
を
逮
捕
し
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

二
○
Ｘ
Ｘ
年
、
四
月
十
六
日
、
死
亡
時
刻
、
午
前
十
一
時
三
十
分
頃
、

場
所
、
安
佐
原
塾
　
小
学
四
年
生
の
少
年
（
１
０
）
が
浅
原
　
美
沙
（
２
８
）

を
ナ
イ
フ
で
刺
殺
。

ナ
イ
フ
に
は
、
容
疑
者
の
指
紋
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
容
疑
者
の
部
屋
に
は
、

被
害
者
の
血
が
付
い
た
服
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

被
害
者
に
は
、
容
疑
者
と
同
じ
年
の
娘
の
浅
原
　
梨
恵
が
お
り
、
自
宅
の
一
部

を
安
佐
原
塾
に
し
て
い
る
。

事
件
当
日
、
被
害
者
の
近
所
で
容
疑
者
を
目
撃
し
た
と
い
う
証
言
も
あ
り
、
警

察
は
四
月
十
九
日
、
午
後
三
時
四
分
に
容
疑
者
を
逮
捕
し
た
。
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Ｎ
Ｏ
，
１
 

活
人
剣
の
愚
行

あ
の
事
件
か
ら
四
年
が
経
ち
、
中
学
二
年
で
他
校
か
ら
の
転
校
生
と
い
う
設
定

で
、
地
元
の
Ｔ
中
学
に
岸
弥
兄
は
入
学
し
た
。

事
件
の
こ
と
も
あ
り
、
本
名
の
『
岸
弥
』
か
ら
『
聖
』
と
い
う
偽
名
に
変
え
、

毎
日
を
や
り
過
ご
し
て
い
た
。

犯
罪
者
の
妹
と
し
て
、
周
り
か
ら
見
ら
れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
の
で
、
私
も
本
名

の
『
由
佳
』
か
ら
『
芳
美
』
と
い
う
偽
名
を
使
う
こ
と
に
し
た
。

流
石
に
家
で
は
本
名
で
呼
び
合
っ
て
い
る
。

岸
弥
兄
は
、
学
年
が
一
つ
上
で
転
校
し
て
か
ら
す
ぐ
に
噂
に
な
っ
て
い
た
。

Ｔ
中
の
学
力
テ
ス
ト
の
範
囲
も
知
ら
ず
、
ノ
ー
ト
す
ら
写
し
て
い
な
か
っ
た
の

に
学
年
一
位
を
取
っ
た
か
ら
、
皆
驚
い
て
い
た
。

あ
の
事
件
が
あ
っ
て
か
ら
、
岸
弥
兄
は
勉
強
ば
か
り
し
て
い
る
。
そ
の
せ
い
か
、

岸
弥
兄
の
性
格
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
間
も
ク
ラ
ブ
の
中
咲
先
輩
が
、
岸
夜
兄
に
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
渡
し
た
ら
、
皆

の
前
で
破
り
捨
て
た
ら
し
い
。

岸
弥
兄
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
。
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Ｎ
Ｏ
，
２

冬
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
街
は
派
手
な
格
好
を
す
る

何
が
そ
ん
な
に
楽
し
い
の
か
わ
か
ら
な
い

岸
弥
は
重
い
足
取
り
で
い
つ
も
の
帰
り
道
を
た
ど
る

大
量
殺
人
を
犯
し
て
も
ア
リ
バ
イ
さ
え
あ
れ
ば
捕
ま
ら
な
い

僕
は
究
極
の
殺
人
兵
器
を
開
発
し
た
、
そ
う
思
う
と
岸
弥
は
あ
の
事
件
の
こ
と

を
忘
れ
ら
れ
た

病
に
蝕
ま
れ
た
母
に
、
い
つ
も
語
っ
て
い
た

「
あ
る
特
別
な
糸
を
巻
い
て
、
爆
弾
を
仕
掛
け
て
摩
擦
を
少
し
で
も
加
え
る
と

も
の
凄
い
勢
い
で
爆
発
す
る
ん
だ
」

「
勿
論
、
証
拠
と
な
る
も
の
の
全
部
が
強
い
爆
風
と
共
に
消
え
る
よ
」

一
方
的
に
話
を
す
る
が
母
は
何
も
返
せ
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
話
が
わ
か
っ
て
い
る
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い

病
室
の
窓
か
ら
人
目
を
気
に
し
な
が
ら
、
岸
弥
は
病
室
で
実
験
を
し
て
い
る

摩
擦
の
力
の
調
整
、
爆
破
す
る
ま
で
の
時
間
差
、
爆
破
の
規
模
、
爆
破
の
費
用

１
回
に
つ
き
７
０
０
０
円
は
か
か
る
爆
破
は
多
用
で
き
ず
、
単
な
る
事
故
で
終

わ
っ
て
し
ま
う

誰
か
の
仕
業
だ
と
思
わ
せ
る
に
は
、
や
は
り
１
点
の
場
所
で
連
続
使
用
す
る
他

な
か
っ
た
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岸
弥
は
頭
を
フ
ル
に
使
い
、
あ
る
決
断
を
し
た
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

全日制の歩行道
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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